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C1 微分・偏微分とその応用 

 
【 N−ε 法と δε − 法】 次の極限値の計算を N−ε 法や δε − 法で証明せよ。 
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【極限値】 次の極限値を求めよ。 
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【極限点】 次の点列 ),( )(
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      係数行列を対角化して冪乗する方法による。 
 
【連続性】 次の関数の 0=x あるいは )0,0(),( =yx における連続性を調べよ。 
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【増加・減少の状態】 次の関数の原点の近くのグラフを描け。 
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  x = 0 で増加の状態であるが、x = 0 のいくらでも近くに 0)(' <xf  となる 
 点があり、そこで )(xf  は減少しており、x = 0 のいくらでも近くに 0)( =xf と 
 なる点がある。    

 
【微分可能・偏微分可能・全微分可能】 次の関数の指定した点の近傍のグラフを描け。 
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                 原点で偏微分可能だが連続でない 
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                原点で連続・偏微分可能だが全微分可能でない 
 

【2 次偏微分係数】 次の関数の原点における第２次偏微分係数をすべて求めよ。 
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【微分不可能関数】 

高木関数 
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              ba ,10 << は奇数で π
2
31+>ab をみたすもの。 

これらは、すべての点で連続ですべての点で不連続な関数として知られている。 
    
  p[x_]:=Abs[x-Floor[x+0.5]]  
  f[x_,n_]:=Sum[2^(-k) p[2^k x],{k,0,n}]  とおいて、 
 f[x,10]  のグラフを [0, 4] の範囲で、f[x,20] のグラフを [0, 1] の範囲で描け。 
 
 A:=0.5;  b:=11; 
  g[x_,n_]:=Sum[a^k Cos[b^k Pi x],{k,1,n}]  とおいて、 
 g[x,4]  のグラフを [-2,2] の範囲で描け。 

 
【微分係数・導関数・高次導関数】  

定義に従って、次の微分係数を求めよ。 

 ( )f x x=  のときの '(1)f  

  
1( )

( 1)
f x

x x
=

+
 のときの '(1)f  



                           Ｃ 解析 － １ 微分・偏微分 

 4 

  ( ) sinf x x=  のときの '(0)f  

 

次の関数を微分せよ。 
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次の関数の（高次）微分係数を求めよ。 

   xxf sinh)( =  のときの )2(')1(')0(' fff ++  

   ( )1log)( 2 ++= xxxg  のときの )10,...,2,1,0()0()( =kg k  

 
【偏微分係数・偏導関数・高次偏導関数・関数行列式とヘッシアン】  
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byeyxh ax cos),( =  のときの )0,0()0,0( yyxx hh + を求めよ。 
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次の関数 f の Hessian
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   )log(),,( zxyzxyzyxf ++=  
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【接線・接平面】 

次の関数の指定した点における接線・接平面の方程式を求め、グラフを示せ。 
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      ここで、曲面を }22,22|),{( ≤≤−≤≤− yxyx の範囲で、 

      接平面を }22,20|),{( ≤≤−≤≤ yxyx の範囲で描け。 

 
【テーラー展開】 

次の関数のマクローリン展開・テーラー展開を求めよ。 （中心、ｎ＋１次が剰余項とする） 

     )10,0(
1

1)(
3 2

==
+

= nx
x

xf    

     )10,0()( 2 === nxexxf x
 

     )10,1()(
2
1cosh)( ==+== − nxeexxf xx

   

     )10),0,0(),((,cos),( === nyxyeyxf x  
 

【極大極小】  

次の関数の極値を求めよ。 
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次の関数のヘッシアンを調べ、極値を求めよ。 
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次の陰関数で定まる zの極値を求めよ。  
 22 2222 =−++ zxzyzx  
 

【陰関数】次の式で定義される xの陰関数 zy,  について 
 033 =−+ xyyx   から y’,  y’’ を求める。 
 bzxyzxyaxyz =++= ,  から y’, z’ を求める。 
 

【条件付き極値問題】 
122 =+ yx  の条件の下で xy  の極値を求めよ。 
122 =+ yx  の条件の下で 22 24 yxyx −−  の極値を求めよ。 

1222 =++ zyx  の条件の下で zyx ++  の極値を求めよ。 
1222 =++ zyx  の条件の下で xyz  の極値を求めよ。 

 
【最大最小問題】 
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【漸化式】  次の高次導関数についての漸化式を示せ。 
xy 1sin−=  のとき 
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【特異点】 次の曲線の特異点を求め、特異点の周辺を描け。 
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【包絡線】 次の曲線群とその特異点の軌跡および包絡線を描け。 
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Ans：２式 0),,(,0),,( == αα α yxfyxf を解いて )(),( αα yyxx ==

を求める。 
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          422 =+ yx  
          αα 33 sin,cos == yx  

 
【曲率・曲率半径】 次の関数の曲率κ と曲率半径 ρを求めよ。 
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【縮閉線】 次の関数とその縮閉線を描け。 
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放物線 pxy 42 =  
 

 Ans： )(xfy = の縮閉線は
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